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〔学校教育目標〕「よく学び、心豊かで、たくましい児童生徒の育成」 

文責 河西 美代司 

 

継承と発展！！！新たなスタート！ 

小中一貫校 南アルプス市立若草中学校 
 

１３９名の新入生と１１名の先生方を迎え、全校４２６

名・職員４３名の体制で、令和４年度がスタートしました。

この2週間、これまでの若中文化（式や集会時の入退場、話

す・聴く態度、授業時の真剣なまなざし、落ち着いた朝読

書、爽やかな服装・頭髪などの身だしなみ、活発な生徒会活

動、元気な挨拶、1年生に優しく丁寧に指導する上級生、和

やかな掃除風景、若中版コロナ対策等々）は、確実に継承さ

れ、今後さらに発展していくことを期待させるスタートとな

りました。 

新任式や学年集会等で、新任の先生方が、生徒の皆さんの

挨拶や態度、行動に対して感動し、「この学校に赴任出来て

幸せです」と話していました。若中の当たり前は確実に継続

し、更に『何ができるか』を模索しながら、全生徒、全職員

で「若中文化」を更に発展させていきましょう。 

さて、「小中一貫校 南アルプス市立若草中学校」です。若

草地区の小学校２校と若草中学校が同じ学校教育目標『良く学

び、心豊かで、たくましい児童生徒の育成』のもと、９年間を見通した教育に取り組みま

す。「小中ギャップの軽減」「いじめや不登校の解消」、そして「学力の向上」等の教育課

題への対応という側面もありますが、なにより、３校が同じ方向を向いて若草の子どもたち

を育てられることに、大きな希望を感じています。義務教育の最後の３年間、これまで培っ

てきた力を更に大きく伸ばしていきましょう。 

※ 教室飾りつけや教科書準備は２年

生が、式場の準備は３年生が、片付け

は部活の人たちが、案内・誘導は生徒

会役員が、新入生のためにと心を込め

て行ってくれました。ありがとう!!! 

新入生の凛々しい姿。さすが７年生！ 

音楽部「校歌披露」。OBの副市長さんも感動！ 

入学式前に３年生による歓迎の合唱「あなたへ」 
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「自分を大切する」ということ・・・・・・ 

今年の入学式の式辞でも、「何より自分を大切にして欲しい」と話しました。また、「自

分を大切にしている人こそが周囲の人たちを大切にできる人だ」とも言いました。では、

「自分を大切にする」とはいったいどういうことでしょうか・・・。この詩が浮かびます。 

国語の教科書にも取り

上げられる「茨木のり

子」さんの詩です。最後

の「ばかものよ」という

厳しい言葉は、きっと自

分自身に向けて突き付け

ているのだと思います

が、これこそ、「自分を

大切にし、自分を信じ、

期待する言葉」だと感じ

ます。茨木さんは、後日

「戦争という非常事態の

中で、『自分できちんと考えて生きていく』ということを大切にしてきたの。自分の抱いた

疑問が不安になることがあるでしょ。そうしたときに、自分の感受性からまちがえたんだっ

たらまちがったって言えるけれども、人からそう思わされてまちがえたんだったら、取り返

しのつかない嫌な思いをするっていう、戦争時代からの思いがあって。だから『自分の感受

性ぐらい自分で守れ』 なんですけどね・・・」と話しています。私は、「きちんと考えて生

きていくこと」は、間違いなく「自分を大切にする」ことの一つだと思っています。 

若草中では昨年度から、生徒会を中心に「誰一人取り残さない」を目標にＳＤＧｓに取り

組んでいます。環境問題、人権問題、平和問題等々、私たち一人ひとりが人間らしく生きて

いくための「持続可能な１７の開発目標」です。ここに掲げられている目標も含めて、「ひ

とのせいにせず、水やりを怠らず、友人や家族のせいにせず、初心を忘れず、時代のせいに

もせず、自分（の感受性）を何よりも大切に」して行きたいですね。 

お褒めの言葉あれこれ 自分の行動が人を幸せな気持ちにする 

【入学式】 来賓の副市長 内田淳 様（若中卒業生） 

３年生の合唱も音楽部の校歌も素晴らしかった。新入生代表・生徒代表の言葉もしっか

りしていた。特に会長は原稿も見ず、新入生への思いも伝わり立派だった。 

【３年生内科検診】 ハートクリニックゆたか院長 齊藤大雅 様 

 静かに待って、検診もとてもしやすかった。良いですよ。３年生。 

【交通安全教室】 安全協会副会長（元寺部自治会長） 田中芳明 様（若中卒業生） 

  ここ数年、いろんな学校に行っているが、ダントツで若中が良い。よく見て、良く聴い

ている。生徒会のリードも、実演への反応も。ＯＢとしてこんなに嬉しいことはない。良

い学校で、先生たちも幸せだね。（おっしゃる通り、幸せです） 

「自分の感受性くらい」 茨木のり子 

ぱさぱさに乾いてゆく心を ひとのせいにはするな 

みずから水やりを怠っておいて 気難しくなってきたのを 

友人のせいにはするな しなやかさを失ったのはどちらなのか 

苛立つのを 近親のせいにはするな 

なにもかも下手だったのはわたくし 

初心消えかかるのを 暮らしのせいにはするな 

そもそもが ひよわな志しにすぎなかった 

駄目なことの一切を 時代のせいにはするな 

わずかに光る尊厳の放棄 

自分の感受性くらい 自分で守れ ばかものよ 
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